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	1． 低粘度の整形外科用骨セメントを用いる場合は、清潔野にて、ミキシングボウルにパウチ中の粉末ポリマーの内容物全てを移し、次いでアンプル中の液体モノマー全量を移す。低粘度以外の整形外科用骨セメントを用いる場合は、清潔野にて、ミキシングボウルにアンプル中の液体モノマー全量を移し、次いでパウチ中の粉末ポリマーの内容物全てを移す。
	2． 粉末ポリマーが液体モノマーを完全に吸収し、均一なミクスチャーが形成されるまで、スパチュラを用いて、空気の取り込みを最小限に抑えるように丁寧に混和する。混合時間は、整形外科用骨セメントと室内温度条件により異なる。
	3． 整形外科用骨セメントが術者の手袋に付着しなくなり期待する粘度に到達したら、整形外科用骨セメントを使用する。
	・医師は、患者の状態（麻酔状態や血圧等）を常に観察し、手術を実施すること。
	・骨セメントの硬化時間は、手術室、保管場所、使用するインプラント、ボウル、ヘラ及び手の温度により影響を受けるので注意すること。

